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5年　3学期　【算数】　　主な評価規準

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

割合 ・

２つの数量の関係について、割合を用いた
比べ方や百分率の表し方などを理解し、割
合を用いて比べたり、割合や百分率を求め
たりすることができる。

・
２つの数量の関係に着目し、倍の意味を基
に、割合を用いた比べ方や表し方を図や式
などを用いて考え表現している。

・

２つの数量の関係の比べ方や表し方など
を、図や式などを用いて考えた過程や結果
を振り返り、多面的にとらえ検討してより
よいものを求めて粘り強く考えたり、数学
のよさに気づき学習したことを今後の生活
や学習に活用しようとしたりしている。

帯グラフと円グラフ ・

円グラフと帯グラフの特徴とそれらの用い
方や、データの収集や適切な手法の選択な
どを理解し、統計的な問題解決をすること
ができる。

・

目的に応じてデータを集めて分類整理し、
データの特徴や傾向に着目し、問題を解決
するために適切なグラフを選択して判断
し、その結論について多面的にとらえ考察
している。

・

統計的な問題解決の方法について、数学的
に表現・処理した過程や結果を振り返り、
多面的にとらえ検討してよりよいものを求
めて粘り強く考えたり、数学のよさに気づ
き学習したことを今後の生活や学習に活用
しようとしたりしている。

伴って変わる２つの数量の関係について、
表や式、図を用いて考えた過程や結果を振
り返り、多面的にとらえ検討してよりよい
ものを求めて粘り強く考えたり、数学のよ
さに気づき学習したことを今後の生活や学
習に活用しようとしたりしている。

正多角形と円周の長さ ・

正多角形の性質や円周率の意味を理解し、
円を使って正多角形をかいたり、円周率を
使って直径や円周の長さを求めたりするこ
とができる。

・

図形を構成する要素や図形間の関係に着目
し、正多角形の性質を見いだしたり、円を
使った正多角形のかき方を考えたり、円周
率が一定であることをとらえたりして、説
明している。

・

円と関連させて正多角形の性質やかき方を
考えたり、円周率について帰納的に考えた
りした過程を振り返り、多面的にとらえ検
討してよりよいものを求めて粘り強く考え
たり、数学のよさに気づき学習したことを
今後の生活や学習に活用しようとしたりし
ている。

変わり方を調べ ・
伴って変わる２つの数量について、表や
式、図を用いて変化や対応の特徴を調べ、
式に表すことができる。

・
伴って変わる２つの数量の関係に着目し、
表や式、図を用いてその関係を説明してい
る。

・

既習の図形を角柱としてとらえ直したり、
角柱、円柱の性質を考察したりした過程や
結果を振り返り、多面的にとらえ検討して
よりよいものを求めて粘り強く考えたり、
数学のよさに気づき学習したことを今後の
生活や学習に活用しようとしたりしてい
る。

角柱と円柱 ・
角柱、円柱の意味や性質について理解し、
角柱、円柱の展開図をかいて構成すること
ができる。

・

図形を構成する要素に着目し、角柱、円柱
の構成要素やそれらの位置関係の性質を見
いだし、その性質を基に既習の図形をとら
え直し、説明している。

・


